
議
会
だ
よ
り
●
令
和
２
年
５
月
14
日
発
行
　
●
発
行
／
長
崎
県
波
佐
見
町
議
会 

〒
８
５
９-

３
７
９
１ 

波
佐
見
町
宿
郷
６
６
０
番
地
　
●
編
集
／
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会
　  

印
刷
／
株
式
会
社
康
真
堂
印
刷

今 後 の 定 例 会 予 定

次回定例会は6月中旬予定
場所:役場2階  議場

日程は HP や町内放送でお知らせします
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山
々
の
若
葉
が
日
ご
と
に
美
し
さ
を

増
す
中
、
す
が
す
が
し
い
日
々
を
迎

え
て
お
り
ま
す
。

　「
は
さ
み
議
会
だ
よ
り
」
も
、
記
念

す
べ
き
１
５
０
回
を
迎
え
ま
し
た
。
足

か
け
38
年
、
本
当
に
ご
愛
読
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
嬉
し
い
こ
と
に
、
今
年
第

34
回
町
村
議
会
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

で
栄
え
あ
る
「
奨
励
賞
」
を
頂
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
賞
に
恥
じ
な
い

よ
う
最
優
秀
賞
を
め
ざ
し
て
広
報
委

員
一
同
、一
層
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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光
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聖
　
代
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孝
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坂
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孝

今
　
井
　
泰
　
照

発
行
責
任
者

　

傍聴者の声

傍聴者に感謝
　3月定例会は、新年度予算などについて、いつも以上に活発な議論が展開されました。
新型コロナウイルスの感染防止が叫ばれている中であり、傍聴者が少なかったのです
が、感染防止として、議員・職員ともにマスクの着用を認め、傍聴者には、マスクの
着用及び備え付けのアルコールで消毒して入場していただきました。また、発熱やせ
き等で体調がすぐれない場合は入場を遠慮していただくようにいたしました。
　早期に新型コロナウイルスが収束し、多くの傍聴者の中で開催されることを願うば
かりです。

3月の定例会は、のべ22人の傍聴がありました。
いただいた意見の一部をご紹介します。ま

ち
の
魅
力
を
伝
え
た
い
。

No.150 令和２年５月号

波佐見高校 美術・工芸科２年
中村 青空
なかむら　　あおい

今月の
はさみの人 さん

・
・
・

 ・もう西肥バスの運
　行は中止して、町
　でバス運行した方
　が良いと思う。

（60代　男性）

 ・タクシー利用券
　の交付実現を希
　望する。

（40代　女性）

 ・交通事故現場の道路は非常に
　狭く、応援者も多いので、一
　時的に通行止めにしてほしい。

（60代　男性）

町一周駅伝の事故現場付近
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★以下内容は、4月 8日現在の対応方針です。
　　　　　　　　　　　　  最新情報は町ホームページをご確認ください。

４月8日全員協議会緊急招集
【新型コロナウイルス対策】

　町では、2 月 28 日に新型コロナウイルス対策会議を設置していましたが、4 月 7 日
政府より７都府県(＊)へ緊急事態宣言が発令されたことを受け、新型コロナウイルス対策
本部に切り替わりました。 ≪総合的な窓口は総務課にて対応≫
　今後は、町長を本部長とし、新型コロナウイルスの発生動向の把握・予防や感染拡大
抑制・医療の提供・社会機能維持に関する対策が実行されます。その内容について、説
明があり、質疑を行いました。

中
小
企
業
や
個
人
へ
の
給
付
金
が
国
か
ら
あ
る
が
、

対
象
外
の
方
も
い
る
。
対
象
外
で
も
事
業
や
家
計
へ

の
影
響
が
あ
る
。
町
独
自
の
支
援
は
出
来
な
い
か
。

今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

様
々
な
支
援
が
あ
る
が
、
窓
口
を
一
本
化
で
き
な
い

か
。

ま
だ
、国
か
ら
の
情
報
が
確
定
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

ど
の
よ
う
な
方
法
を
取
る
べ
き
な
の
か
研
究
し
た

い
。

陶
器
ま
つ
り
が
延
期
さ
れ
、
出
店
者
の
売
上
減
が
顕

著
と
な
る
。Ｗ
ｅ
ｂ
陶
器
市
を
し
て
は
ど
う
か
。

関
係
団
体
と
協
議
す
る
。

観
光
業
は
相
当
な
打
撃
を
受
け
て
い
る
。
収
束
後
、

本
町
へ
の
旅
行
券
を
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に

し
て
は
ど
う
か
。

１
年
間
の
有
効
期
限
を
設
定
出
来
る
の
で
あ
れ
ば
研

究
し
て
み
る
。

歓
送
迎
会
の
中
止
・
外
食
自
粛
等
で
飲
食
店
に
も
コ

ロ
ナ
打
撃
が
来
て
い
る
。本
町
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
、

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
対
応
し
て
い
る
飲
食
店
を
紹
介
し

て
、
集
客
支
援
は
出
来
な
い
か
。

出
来
る
限
り
紹
介
し
て
い
く
。

(＊) 東京都・神奈川県・埼玉県・千葉県・大阪府・兵庫県・福岡県

町民へのお願い 町内の感染者発生時、
初動対応は● ７都府県及びその圏域への訪問・出張の自粛

● 親族等のコロナ疎開は控えてもらう

● 37.5℃以上の熱があったら、人と会うのを
　 控える

● ３密（密閉・密集・密接）をさける

● 県からの公表に準じ、町のホー
　 ムページ・ＬＩＮＥ・有線放送
　 で周知する。地区名・個人名
　 は公表しない

● 行事は中止もしくは延期し、町
　 施設は 2週間程度閉所

● 感染経路等が判明するまで不
　 要不急の外出自粛を要請

体調に異変があれば

● 37.5℃以上が 4日以上（持病持ち・高齢者・
　 妊婦は 2 日以上）続く場合は、まずは、か
　 かりつけ医に電話相談

主 

な 

質 

疑 

応 

答

QAQQQQ AAAA

↑設計案イメージであり、現在計画策定中です。

新庁舎建設事業本格ス
タート

新庁舎建設事業本格ス
タート

令和2年度一般会計予算は、 80億8100万円

中央小学校の
大規模改修開始 やきもの公園の一部レンガ改修
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一般会計予算の推移

ふるさと納税予算の推移

歳出における扶助費の推移

　子育て支援施策の充実によ
り、国・県からの交付金増、
ふるさとづくり応援寄附金（ふ
るさと納税）の大幅増により、
予算規模は増加しています。
収入では自主財源が 38.6％、
依存財源（国・県交付金等）
が 61.4％となっています。

　波佐見焼をはじめとした地
場産品の返礼品ラインナップ
の拡充により、大きく寄附金
額が増加しています。
　この結果、子育て支援に関
するものなど、単独予算によ
る事業も増えています。

　少子高齢化の進展により、
高齢者、子育て関連の予算（扶
助費）規模は年々増大してい
ます。全体に占める割合も高
くなっているため、建設事業
など他の事業に大きな影響を
与えています。

※扶助費については、2 年ごと
　の推移を示しています。

※予算特別委員会質疑については 4～ 5pに掲載。
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予算特別委員会 Q&A
Ｑ
　
行
財
政
運
営
の
取
組
み
方
は
。

Ａ
　
次
の
世
代
に
過
度
の
負
担
を
か
け

な
い
よ
う
に
基
本
的
な
理
念
を
持
っ
て

い
る
。

Ｑ
　
職
員
の
平
均
年
齢
は
。

Ａ
　
約
38
歳
で
あ
る
。

Ｑ
　
新
庁
舎
は
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
と
タ

ブ
レ
ッ
ト
導
入
が
必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ
　
非
常
に
重
要
。

Ｑ
　
ふ
る
さ
と
づ
く
り
応
援
基
金
は
い

く
ら
か
。

Ａ
　
決
算
見
込
み
と
し
て
10
億
６
０
５

２
万
円
。

Ｑ
　
森
林
環
境
譲
与
税
は
継
続
し
て
い

く
の
か
。

Ａ
　
継
続
さ
れ
、
段
階
的
に
引
き
上
が

る
。

Ｑ
　
農
業
所
得
増
の
要
因
は
何
か
。

Ａ
　
畜
産
関
係
が
プ
ラ
ス
。

Ｑ
　
法
人
税
が
減
っ
て
い
る
の
は
。

Ａ
　
税
率
が
９
・
７
％
か
ら
６
％
に
下

が
る
た
め
、
１
５
０
０
万
円
ほ
ど
マ
イ

ナ
ス
に
な
る
。

Ｑ
　
入
湯
税
の
内
訳
は
。

Ａ
　
宿
泊
が
１
５
０
円
、
日
帰
り
が

２
０
円
。

Ｑ
　
波
佐
見
有
田
イ
ン
タ
ー
岩
峠
駐
車

場
の
収
入
実
績
は
。

Ａ
　
１
月
15
日
か
ら
の
42
日
間
で
62
万

７
９
０
０
円
、
一
日
あ
た
り
１
３
３
５

９
円
。

Ｑ
　
地
域
資
源
活
用
お
土
産
品
開
発
事

業
と
は
。

Ａ
　
波
佐
見
ら
し
い
お
土
産
品
の
開
発

を
行
い
販
売
促
進
を
展
開
す
る
。

　
一
つ
は
焼
き
物
に
ク
ッ
キ
ー
を
詰
め

合
わ
せ
た
商
品
を
開
発
し
た
。
も
う
一

つ
は
焼
き
物
と
マ
グ
ネ
ッ
ト
を
組
み
合

わ
せ
た
小
物
を
開
発
予
定
。

Ｑ
　
職
員
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修

を
行
う
予
定
は
。

Ａ
　
特
別
な
研
修
実
施
の
予
定
は
な

い
。
職
員
の
服
務
規
律
に
つ
い
て
は
機

会
を
捉
え
随
時
啓
発
を
行
っ
て
い
く
。

必
然
性
が
あ
る
場
合
に
は
検
討
し
た
い
。

Ｑ
　
鬼
木
地
区
民
泊
拠
点
施
設
整
備
と

あ
る
が
、
管
理
方
法
は
。

Ａ
　
観
光
協
会
ま
た
は
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
を
検
討
し
て
い
る
。

Ｑ
　
車
泊
事
業
サ
イ
ト
開
発
事
業
と
は
。

Ａ
　
波
佐
見
温
泉
裏
の
西
前
寺
公
園
に

自
家
用
車
で
、
車
中
泊
が
で
き
る
整
備

を
行
う
。
そ
の
サ
ー
ビ
ス
を
予
約
可
能

と
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
提
供
す
る
た

め
の
事
業
。

Ｑ
　
臨
時
職
員
が
会
計
年
度
職
員
に
変

更
さ
れ
た
。
雇
用
期
間
や
報
酬
の
変
更

は
あ
る
の
か
。

Ａ
　
雇
用
期
間
は
、
４
月
１
日
か
ら
３

月
31
日
で
運
用
。
一
定
の
条
件
を
ク
リ

ア
す
れ
ば
、
期
末
手
当
や
退
職
手
当
の

対
象
と
な
る
。

Ｑ
　
新
規
保
育
士
住
居
支
援
事
業
費
補

助
金
に
つ
い
て
、
新
規
採
用
の
職
員
１

人
に
月
額
３
万
円
、
５
名
分
を
予
算
計

上
さ
れ
て
い
る
が
、
支
給
方
法
は
。
ま

た
、
期
限
は
あ
る
の
か
。

Ａ
　
現
金
ま
た
は
口
座
振
替
で
あ
る
。

期
限
は
、補
助
開
始
か
ら
５
年
で
あ
る
。

Ｑ
　
ト
イ
レ
洋
式
化
工
事
は
、
ど
の
場

所
に
何
基
設
置
さ
れ
る
か
。
ま
た
、
洋

式
化
は
全
体
で
何
％
に
な
る
か
。

Ａ
　
勤
労
福
祉
会
館
の
２
階
の
男
子
ト

イ
レ
に
２
基
を
設
置
し
、57
％
に
な
る
。

Ｑ
　
風
疹
抗
体
検
査
委
託
料
の
対
象
者

は
。

Ａ
　
昭
和
37
年
度
か
ら
54
年
度
ま
で
に

生
ま
れ
た
男
性
が
対
象
で
あ
る
。

Ｑ
　
観
光
案
内
所
管
理
運
営
委
託
業
務

と
は
何
か
。

Ａ
　
岩
峠
イ
ン
タ
ー
駐
車
場
に
設
置
し

た
観
光
案
内
所
で
、
高
速
バ
ス
な
ど
で

の
来
町
者
に
観
光
案
内
や
レ
ン
タ
サ
イ

ク
ル
の
貸
出
な
ど
を
業
務
委
託
す
る
。

Ｑ
　
道
路
橋
定
期
点
検
委
託
の
対
象
及

び
結
果
の
対
応
は
。

Ａ
　
町
内
の
１
５
４
橋
を
計
画
的
に
実

施
。
今
年
度
は
20
橋
が
対
象
。
補
修
が

必
要
な
橋
は
、
国
の
補
助
事
業
で
施
工

す
る
。

Ｑ
　
自
主
防
災
資
機
材
は
、
何
を
購
入

予
定
か
。

Ａ
　
要
望
が
あ
っ
て
い
た
発
電
機
や

チ
ェ
ン
ソ
ー
な
ど
。

Ｑ
　
災
害
用
簡
易
ト
イ
レ
は
具
体
的
に

ど
う
い
う
も
の
を
購
入
す
る
の
か
。

Ａ
　
簡
易
の
仮
設
用
ト
イ
レ
、
ト
イ
レ

で
使
用
す
る
薬
剤
、
テ
ン
ト
を
15
基
。

Ｑ
　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
に
よ
り
配

置
さ
れ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
と
は
。

Ａ
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
授
業
の
補
佐
や
、タ
ブ
レ
ッ

ト
な
ど
機
器
の
管
理
を
想
定
し
て
い
る
。

Ｑ
　
ド
ロ
ー
ン
講
座
の
具
体
的
内
容
は
。

Ａ
　
中
学
生
以
上
を
対
象
に
定
員
を
10

名
と
し
、
座
学
３
回
、
実
技
３
回
を
上

半
期
と
下
半
期
に
分
け
て
開
催
予
定
。

Ｑ
　
防
犯
カ
メ
ラ
は
各
学
校
に
何
台
設

置
す
る
の
か
。

Ａ
　
東
小
５
台
、
中
央
小
７
台
、
南
小

６
台
、
中
学
校
５
台
。
あ
わ
せ
て
、
録

画
機
能
と
職
員
室
に
モ
ニ
タ
ー
を
考
え

て
い
る
。

Ｑ
　
未
受
診
対
策
業
務
委
託
料
と
は
何

か
。

Ａ
　
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
受
診
の
傾
向
を

分
析
す
る
も
の
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
通

知
の
出
し
方
を
工
夫
し
て
い
る
。

Ｑ
　
特
定
検
診
受
診
率
向
上
対
策
の
中

身
は
。

Ａ
　
自
治
会
の
総
会
で
説
明
を
行
っ
た

り
、
地
域
か
ら
放
送
を
個
別
に
お
願
い

し
て
い
る
。

ＱＱＱ Ａ

ＱＱＱＱ Ａ

ＱＡ

ＱＡＱＡ

ＱＱ ＡＡ

ＡＡＡ

ＡＡ

予
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特
別
委
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　入

総
務
費

民
生
費

車泊整備予定の西前寺公園

岩峠駐車場の料金所

鬼木地区
民泊拠点施設

衛
生
費

商
工
費

消
防
費

国
民
健
康
保
険
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費

土
木
費

労
働
費
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予算特別委員会 Q&A
Ｑ
　
行
財
政
運
営
の
取
組
み
方
は
。

Ａ
　
次
の
世
代
に
過
度
の
負
担
を
か
け

な
い
よ
う
に
基
本
的
な
理
念
を
持
っ
て

い
る
。

Ｑ
　
職
員
の
平
均
年
齢
は
。

Ａ
　
約
38
歳
で
あ
る
。

Ｑ
　
新
庁
舎
は
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
と
タ

ブ
レ
ッ
ト
導
入
が
必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ
　
非
常
に
重
要
。

Ｑ
　
ふ
る
さ
と
づ
く
り
応
援
基
金
は
い

く
ら
か
。

Ａ
　
決
算
見
込
み
と
し
て
10
億
６
０
５

２
万
円
。

Ｑ
　
森
林
環
境
譲
与
税
は
継
続
し
て
い

く
の
か
。

Ａ
　
継
続
さ
れ
、
段
階
的
に
引
き
上
が

る
。

Ｑ
　
農
業
所
得
増
の
要
因
は
何
か
。

Ａ
　
畜
産
関
係
が
プ
ラ
ス
。

Ｑ
　
法
人
税
が
減
っ
て
い
る
の
は
。

Ａ
　
税
率
が
９
・
７
％
か
ら
６
％
に
下

が
る
た
め
、
１
５
０
０
万
円
ほ
ど
マ
イ

ナ
ス
に
な
る
。

Ｑ
　
入
湯
税
の
内
訳
は
。

Ａ
　
宿
泊
が
１
５
０
円
、
日
帰
り
が

２
０
円
。

Ｑ
　
波
佐
見
有
田
イ
ン
タ
ー
岩
峠
駐
車

場
の
収
入
実
績
は
。

Ａ
　
１
月
15
日
か
ら
の
42
日
間
で
62
万

７
９
０
０
円
、
一
日
あ
た
り
１
３
３
５

９
円
。

Ｑ
　
地
域
資
源
活
用
お
土
産
品
開
発
事

業
と
は
。

Ａ
　
波
佐
見
ら
し
い
お
土
産
品
の
開
発

を
行
い
販
売
促
進
を
展
開
す
る
。

　
一
つ
は
焼
き
物
に
ク
ッ
キ
ー
を
詰
め

合
わ
せ
た
商
品
を
開
発
し
た
。
も
う
一

つ
は
焼
き
物
と
マ
グ
ネ
ッ
ト
を
組
み
合

わ
せ
た
小
物
を
開
発
予
定
。

Ｑ
　
職
員
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修

を
行
う
予
定
は
。

Ａ
　
特
別
な
研
修
実
施
の
予
定
は
な

い
。
職
員
の
服
務
規
律
に
つ
い
て
は
機

会
を
捉
え
随
時
啓
発
を
行
っ
て
い
く
。

必
然
性
が
あ
る
場
合
に
は
検
討
し
た
い
。

Ｑ
　
鬼
木
地
区
民
泊
拠
点
施
設
整
備
と

あ
る
が
、
管
理
方
法
は
。

Ａ
　
観
光
協
会
ま
た
は
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
を
検
討
し
て
い
る
。

Ｑ
　
車
泊
事
業
サ
イ
ト
開
発
事
業
と
は
。

Ａ
　
波
佐
見
温
泉
裏
の
西
前
寺
公
園
に

自
家
用
車
で
、
車
中
泊
が
で
き
る
整
備

を
行
う
。
そ
の
サ
ー
ビ
ス
を
予
約
可
能

と
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
提
供
す
る
た

め
の
事
業
。

Ｑ
　
臨
時
職
員
が
会
計
年
度
職
員
に
変

更
さ
れ
た
。
雇
用
期
間
や
報
酬
の
変
更

は
あ
る
の
か
。

Ａ
　
雇
用
期
間
は
、
４
月
１
日
か
ら
３

月
31
日
で
運
用
。
一
定
の
条
件
を
ク
リ

ア
す
れ
ば
、
期
末
手
当
や
退
職
手
当
の

対
象
と
な
る
。

Ｑ
　
新
規
保
育
士
住
居
支
援
事
業
費
補

助
金
に
つ
い
て
、
新
規
採
用
の
職
員
１

人
に
月
額
３
万
円
、
５
名
分
を
予
算
計

上
さ
れ
て
い
る
が
、
支
給
方
法
は
。
ま

た
、
期
限
は
あ
る
の
か
。

Ａ
　
現
金
ま
た
は
口
座
振
替
で
あ
る
。

期
限
は
、補
助
開
始
か
ら
５
年
で
あ
る
。

Ｑ
　
ト
イ
レ
洋
式
化
工
事
は
、
ど
の
場

所
に
何
基
設
置
さ
れ
る
か
。
ま
た
、
洋

式
化
は
全
体
で
何
％
に
な
る
か
。

Ａ
　
勤
労
福
祉
会
館
の
２
階
の
男
子
ト

イ
レ
に
２
基
を
設
置
し
、57
％
に
な
る
。

Ｑ
　
風
疹
抗
体
検
査
委
託
料
の
対
象
者

は
。

Ａ
　
昭
和
37
年
度
か
ら
54
年
度
ま
で
に

生
ま
れ
た
男
性
が
対
象
で
あ
る
。

Ｑ
　
観
光
案
内
所
管
理
運
営
委
託
業
務

と
は
何
か
。

Ａ
　
岩
峠
イ
ン
タ
ー
駐
車
場
に
設
置
し

た
観
光
案
内
所
で
、
高
速
バ
ス
な
ど
で

の
来
町
者
に
観
光
案
内
や
レ
ン
タ
サ
イ

ク
ル
の
貸
出
な
ど
を
業
務
委
託
す
る
。

Ｑ
　
道
路
橋
定
期
点
検
委
託
の
対
象
及

び
結
果
の
対
応
は
。

Ａ
　
町
内
の
１
５
４
橋
を
計
画
的
に
実

施
。
今
年
度
は
20
橋
が
対
象
。
補
修
が

必
要
な
橋
は
、
国
の
補
助
事
業
で
施
工

す
る
。

Ｑ
　
自
主
防
災
資
機
材
は
、
何
を
購
入

予
定
か
。

Ａ
　
要
望
が
あ
っ
て
い
た
発
電
機
や

チ
ェ
ン
ソ
ー
な
ど
。

Ｑ
　
災
害
用
簡
易
ト
イ
レ
は
具
体
的
に

ど
う
い
う
も
の
を
購
入
す
る
の
か
。

Ａ
　
簡
易
の
仮
設
用
ト
イ
レ
、
ト
イ
レ

で
使
用
す
る
薬
剤
、
テ
ン
ト
を
15
基
。

Ｑ
　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
に
よ
り
配

置
さ
れ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
と
は
。

Ａ
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
授
業
の
補
佐
や
、タ
ブ
レ
ッ

ト
な
ど
機
器
の
管
理
を
想
定
し
て
い
る
。

Ｑ
　
ド
ロ
ー
ン
講
座
の
具
体
的
内
容
は
。

Ａ
　
中
学
生
以
上
を
対
象
に
定
員
を
10

名
と
し
、
座
学
３
回
、
実
技
３
回
を
上

半
期
と
下
半
期
に
分
け
て
開
催
予
定
。

Ｑ
　
防
犯
カ
メ
ラ
は
各
学
校
に
何
台
設

置
す
る
の
か
。

Ａ
　
東
小
５
台
、
中
央
小
７
台
、
南
小

６
台
、
中
学
校
５
台
。
あ
わ
せ
て
、
録

画
機
能
と
職
員
室
に
モ
ニ
タ
ー
を
考
え

て
い
る
。

Ｑ
　
未
受
診
対
策
業
務
委
託
料
と
は
何

か
。

Ａ
　
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
受
診
の
傾
向
を

分
析
す
る
も
の
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
通

知
の
出
し
方
を
工
夫
し
て
い
る
。

Ｑ
　
特
定
検
診
受
診
率
向
上
対
策
の
中

身
は
。

Ａ
　
自
治
会
の
総
会
で
説
明
を
行
っ
た

り
、
地
域
か
ら
放
送
を
個
別
に
お
願
い

し
て
い
る
。

ＱＱＱ Ａ

ＱＱＱＱ Ａ
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3月定例会　議案審議

　鴻ノ巣公園テニスコート全面改修工事
　　　　　　　　請負契約の変更について

可決

　コートの全面改修に加えて、フェンス改修工事を追加する必要性につ
いて、反対・賛成の討論がありましたが、結果、賛成多数で本議案は可
決されました。

可決

　本議案の中で、地域おこし協力隊員が「非常勤一般職員」から除外され、「私
人」の処遇となることに対し、反対・賛成の立場から討論が出されました。

反対討論 賛成討論百武　辰美 議員

　都市圏から応募する地域おこし協力
隊員は採用時点で条件の良い所を希望
する。
　期限後、定住化に向け弾力的な応援
をしていくという立場からは、この条
例適用に反対である。

城後　 光 議員

　当協力隊制度の趣旨は町職員・準職員
として活動した上で、ビジネスの機会を
設け、定住することである。
　今の町職員としての制度では、起業や
転職を考えた場合、支障があり、改正案
に賛成する。

反対討論 賛成討論三石　 孝 議員

　フェンス工事は、コート内の全面改
修工事とは、別案件であり反対する。

太田　一彦 議員

　当フェンスは丈夫で、
まだ改修の必要はない。
反対する。

百武　辰美 議員

　利用者の利便性や使い勝手は考慮す
べきで、一体として整備する方が良い。
賛成する

　　任期途中の交代となるが、その理由は。

　　前任者より、一身上の都合により職を辞したいとの願いがあった。

　　前任者と居住地区が重なるが、その点は考慮されていないのか。

　　住所については偶然一致したに過ぎない。人物本位で選定した。

　　新任者は、これまで担当課長として仕事をされてきた。副町長として

　求められる仕事の質が異なるが、その点を十分考慮した上の決定か。

　　全町的な課題に際しても十分に信頼できると考えている。

Q

Q

Q

A

A

A

同意

　特別職の職員で非常勤のものの
報酬及び費用弁償に関する条例の
　　　　　　　　一部を改正する条例

　副町長選任の同意を求める議案
　　　　　　　　についての質疑応答

改修前 改修後

賛 否 表 主な議案

◯賛成　●反対　一は欠席

令和2年度波佐見町一般会計予算

令和2年度波佐見町国民健康保険事業
特別会計予算ほか3件

令和2年度波佐見町上水道事業会計予算
ほか1件

令和元年度波佐見町一般会計補正予算

令和元年度波佐見町国民健康保険事業
特別会計補正予算ほか3件

令和元年度波佐見町上水道事業会計補正
予算

波佐見町犯罪被害者等支援条例ほか 2件

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費
用弁償に関する条例の一部を改正する条例

波佐見町交通安全の保持に関する条例の
一部を改正する条例ほか 5件

鴻ノ巣公園テニスコート全面改修工事
請負契約の変更について

長崎県市町村総合事務組合を組織する地方公
共団体の数の減少及び規約の変更について

副町長の選任について

1

2～5

6～7

8

9～12

13

14～16

17

18～23

24

25

26

議案
番号等 議　　案

議席番号

議決の

結　果

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

同意

12：1

13：0

13：0

13：0

13：0

13：0

13：0

12：1

13：0

9：4

13：0

10：3

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

表決数

（賛成・反対）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
石
峰

　実

堀
池
主
男

太
田
一
彦

川
田
保
則

尾
上
和
孝

中
尾
尊
行

百
武
辰
美

脇
坂
正
孝

北
村
清
美

三
石

　孝

横
山
聖
代

城
後

　光

福
田
勝
也

※議長は採決に加わりません。可否同数の場合は、議長表決となります。

議案説明 :  「会計年度任用職員（従来と同様に報酬等を支払う）」として雇用
することもできるが、本人の意向を尊重し「私人」とした。私人とすれば、
営利活動従事制限や職務専念義務がなくなり、任期終了後の起業等に向けた
活動が容易になる。報酬等の代わりに委託料を支払うことになるが、隊員の
負担が雇用当時の金額から増えることがないように配慮する。
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3月定例会　議案審議

　鴻ノ巣公園テニスコート全面改修工事
　　　　　　　　請負契約の変更について

可決

　コートの全面改修に加えて、フェンス改修工事を追加する必要性につ
いて、反対・賛成の討論がありましたが、結果、賛成多数で本議案は可
決されました。

可決

　本議案の中で、地域おこし協力隊員が「非常勤一般職員」から除外され、「私
人」の処遇となることに対し、反対・賛成の立場から討論が出されました。

反対討論 賛成討論百武　辰美 議員

　都市圏から応募する地域おこし協力
隊員は採用時点で条件の良い所を希望
する。
　期限後、定住化に向け弾力的な応援
をしていくという立場からは、この条
例適用に反対である。

城後　 光 議員

　当協力隊制度の趣旨は町職員・準職員
として活動した上で、ビジネスの機会を
設け、定住することである。
　今の町職員としての制度では、起業や
転職を考えた場合、支障があり、改正案
に賛成する。

反対討論 賛成討論三石　 孝 議員

　フェンス工事は、コート内の全面改
修工事とは、別案件であり反対する。

太田　一彦 議員

　当フェンスは丈夫で、
まだ改修の必要はない。
反対する。

百武　辰美 議員

　利用者の利便性や使い勝手は考慮す
べきで、一体として整備する方が良い。
賛成する

　　任期途中の交代となるが、その理由は。

　　前任者より、一身上の都合により職を辞したいとの願いがあった。

　　前任者と居住地区が重なるが、その点は考慮されていないのか。

　　住所については偶然一致したに過ぎない。人物本位で選定した。

　　新任者は、これまで担当課長として仕事をされてきた。副町長として

　求められる仕事の質が異なるが、その点を十分考慮した上の決定か。

　　全町的な課題に際しても十分に信頼できると考えている。

Q

Q

Q

A

A

A

同意

　特別職の職員で非常勤のものの
報酬及び費用弁償に関する条例の
　　　　　　　　一部を改正する条例

　副町長選任の同意を求める議案
　　　　　　　　についての質疑応答

改修前 改修後

賛 否 表 主な議案

◯賛成　●反対　一は欠席

令和2年度波佐見町一般会計予算

令和2年度波佐見町国民健康保険事業
特別会計予算ほか3件

令和2年度波佐見町上水道事業会計予算
ほか1件

令和元年度波佐見町一般会計補正予算

令和元年度波佐見町国民健康保険事業
特別会計補正予算ほか3件

令和元年度波佐見町上水道事業会計補正
予算

波佐見町犯罪被害者等支援条例ほか 2件

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費
用弁償に関する条例の一部を改正する条例

波佐見町交通安全の保持に関する条例の
一部を改正する条例ほか 5件

鴻ノ巣公園テニスコート全面改修工事
請負契約の変更について

長崎県市町村総合事務組合を組織する地方公
共団体の数の減少及び規約の変更について

副町長の選任について

1

2～5

6～7

8

9～12

13

14～16

17

18～23

24

25

26

議案
番号等 議　　案

議席番号

議決の

結　果

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

同意

12：1

13：0

13：0

13：0

13：0

13：0

13：0

12：1

13：0

9：4

13：0

10：3

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

表決数

（賛成・反対）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
石
峰

　実

堀
池
主
男

太
田
一
彦

川
田
保
則

尾
上
和
孝

中
尾
尊
行

百
武
辰
美

脇
坂
正
孝

北
村
清
美

三
石

　孝

横
山
聖
代

城
後

　光

福
田
勝
也

※議長は採決に加わりません。可否同数の場合は、議長表決となります。

議案説明 :  「会計年度任用職員（従来と同様に報酬等を支払う）」として雇用
することもできるが、本人の意向を尊重し「私人」とした。私人とすれば、
営利活動従事制限や職務専念義務がなくなり、任期終了後の起業等に向けた
活動が容易になる。報酬等の代わりに委託料を支払うことになるが、隊員の
負担が雇用当時の金額から増えることがないように配慮する。
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一
般
質
問

町
政
を
問
う

掲　載
ページ 議員名 内　　　　　容

※
※
※
※
※
※
※
※
※
※

※

※

※
※

※
※
※
※

※

※

※

（１）
（２）
（３）
（１）
（２）
（１）
（２）
（１）
（２）
（３）

（１）

（１）
（２）
（３）
（１）
（２）
（３）
（１）
（２）
（３）

（１）

（１）
（２）
（３）

町内イベントに際しての交通安全対策
交通安全対策を担う関係団体への支援
新型コロナウイルスによるイベント来訪者の減少対策
高齢者や交通弱者の対策
ふるさと納税
スクールバス運行業務委託
波佐見町歴史文化交流館（仮称）
学校内での事故
コミュニティ・スクールの導入
学習指導要領の改訂

日常生活に欠かせない指定ゴミ袋

庁舎建設
あいさつ運動
２０２５年問題
水道事業
教育行政
桜づつみの延伸
マイナンバーカード
職員の通勤手当と出張や休職
児童・生徒の通学路の安全対策

ドローンの導入

移住定住
建設工事業者選定要綱
高齢者福祉事業

城後　光

太田一彦

福田勝也

中尾尊行

横山聖代

北村清美

脇坂正孝

堀池主男

尾上和孝

三石　孝

9

9

10

10

11

11

12

12

13

13

※本誌に掲載している内容です。  

※3月定例会会議録は、5月下旬ごろ町ホームページへ掲載します。　　http://www.town.hasami.lg.jp

一般質問もくじ 一般質問 とは…町の行財政全般にわたって執行機関に疑問点をただし、自己の意見や政策を述べるものです。質問権は、町の重要な意思を決定し、住民に代わって行財政の運
営を監視する機能をもつ議会の構成員である議員に与えられている固有の権利です。

教育長
　
今
年
の
波
佐
見
一
周
駅
伝
大

会
に
お
い
て
中
学
生
選
手
が
、

レ
ー
ス
中
に
交
通
事
故
に
遭
っ

て
い
る
。
公
道
を
使
用
す
る
行

事
も
多
く
、
再
発
防
止
策
が
急

務
で
あ
る
。

　
　
今
回
の
事
故
を
受
け
、
ど

う
反
省
し
、
今
後
の
対
応
を
進

め
る
予
定
か
。

教
育
長
　
主
催
者
と
し
て
、
参

加
者
の
事
故
へ
の
備
え
が
足
り

な
か
っ
た
。
大
会
の
継
続
決
定

や
、
事
故
発
生
後
の
参
加
者
へ

の
周
知
な
ど
対
応
が
至
ら
な

か
っ
た
点
が
多
い
。

　
関
係
団
体
の
意
見
や
警
察
見

解
も
踏
ま
え
、
検
討
案
を
関
係

者
に
提
示
し
、
最
終
的
に
は
主

催
者
に
て
対
応
策
を
決
定
す
る
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

猛
威
を
振
る
い
、
病
気
の
感
染

を
防
ぐ
た
め
の
マ
ス
ク
が
手
に

入
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。

問
　
町
と
し
て
マ
ス
ク
の
備
蓄

は
あ
る
か
。
ま
た
今
後
の
予
定

は
。

町
長
　
町
と
し
て
５
０
０
枚
備

蓄
し
て
い
る
。
緊
急
時
の
感
染

防
止
に
使
用
を
想
定
し
て
い

る
。
今
後
、
余
分
に
確
保
で
き

る
よ
う
検
討
し
た
い
。

　
川
棚
地
区
交
通
安
全
協
会

は
、
地
域
の
交
通
安
全
啓
発
に

貢
献
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

県
交
通
安
全
協
会
の
意
向
や
財

政
面
な
ど
、
活
動
に
多
く
の
課

題
が
生
じ
て
い
る
。こ
の
た
め
、

行
政
か
ら
の
支
援
は
必
要
不
可

欠
で
あ
る
。

問
　
交
通
安
全
協
会
を
取
り
巻

く
課
題
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

町
長
　
通
常
、
免
許
更
新
時
に

行
わ
れ
る
安
全
協
会
員
の
加
入

が
伸
び
悩
ん
で
お
り
、
協
会
の

財
政
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

三
町
に
て
運
営
費
補
助
を
行
っ

て
い
る
が
、
県
安
全
協
会
か
ら

受
託
を
さ
れ
て
い
る
運
転
免
許

業
務
の
今
後
も
不
透
明
な
状
況

に
あ
る
。

　
ど
の
よ
う
な
支
援
が
最
適
か
、

今
後
の
状
況
を
当
事
者
と
協
議

し
つ
つ
検
討
し
て
い
き
た
い
。

城後　光
問

問

問 教
育
長

町
長

町
長

行事参加者の安全確保を

事故を検証し、見直しを図る

町長
　
町
は
平
成
22
年
か
ら
高
齢
者

の
健
康
増
進
を
図
る
目
的
で
、

65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
温

泉
入
浴
券
２
枚
を
交
付
さ
れ
て

い
る
が
、
実
態
は
誰
で
も
使
え

る
入
浴
券
で
あ
る
。

問
　
65
歳
以
上
の
方
が
何
人
使

わ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
実
態
は
調
査
し
て
い
な

い
の
で
、
わ
か
ら
な
い
。

　
今
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
は

13
億
円
を
超
え
て
い
る
。

　
　
納
税
額
の
10
％
程
度
を
今

後
の
さ
ら
な
る
波
佐
見
焼
の
振

興
の
た
め
に
使
え
な
い
か
。

町
長
　
特
定
の
分
野
で
枠
を
設

定
す
べ
き
で
は
な
い
。
道
路
な

ど
の
整
備
や
交
流
人
口
、
定
住

人
口
の
拡
大
な
ど
、
町
と
し
て

重
点
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
他

の
分
野
に
も
あ
る
。

　
そ
の
年
度
ご
と
で
実
施
す
る

事
業
に
つ
い
て
、
総
合
的
に
優

先
順
位
を
つ
け
、
充
当
し
て
い

く
。

　
予
約
制
乗
合
交
通
「
の
ん

な
っ
せ
号
」
は
、
路
線
バ
ス
の

廃
止
に
よ
り
、
地
域
公
共
交
通

と
し
て
始
め
た
事
業
で
あ
る
。

　
現
在
、町
内
に
12
路
線
あ
り
、

週
２
日
４
往
復
で
年
間

９
９
８
４
回
、
１
路
線
で
年
間

８
３
２
回
の
ダ
イ
ヤ
を
組
ん
で

い
る
。
延
べ
約
１
３
０
０
人
の

方
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。

問
　「
の
ん
な
っ
せ
号
」
の
平

成
30
年
度
の
利
用
率
は
10
・
４

％
と
低
迷
し
て
い
る
。
住
民
に

と
っ
て
も
っ
と
使
い
や
す
く
す

る
た
め
に
、
タ
ク
シ
ー
利
用
券

を
交
付
す
る
よ
う
に
で
き
な
い

か
。
　

町
長
　
乗
合
交
通
は
継
続
し
な

が
ら
、
公
共
交
通
で
カ
バ
ー
で

き
な
い
と
こ
ろ
を
今
後
ど
う
し

て
い
く
か
現
在
、
関
係
各
課
で

協
議
を
し
て
い
る
。

太田  一彦
問

問

問 町
長

町
長

町
長

タクシー利用券を交付できないか

関係各課で協議をしている

交通安全協会より贈られたランドセルカバー

停留所案内板

表 彰表 彰

　第71回全国町村議会議長会定期総会において、
町村議会議員として15年以上在職し、功労のあっ
たものとして、今井泰照議長と太田一彦議員が
自治功労賞を受賞しました。
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一
般
質
問

町
政
を
問
う

掲　載
ページ 議員名 内　　　　　容

※
※
※
※
※
※
※
※
※
※

※

※

※
※

※
※
※
※

※

※

※

（１）
（２）
（３）
（１）
（２）
（１）
（２）
（１）
（２）
（３）

（１）

（１）
（２）
（３）
（１）
（２）
（３）
（１）
（２）
（３）

（１）

（１）
（２）
（３）

町内イベントに際しての交通安全対策
交通安全対策を担う関係団体への支援
新型コロナウイルスによるイベント来訪者の減少対策
高齢者や交通弱者の対策
ふるさと納税
スクールバス運行業務委託
波佐見町歴史文化交流館（仮称）
学校内での事故
コミュニティ・スクールの導入
学習指導要領の改訂

日常生活に欠かせない指定ゴミ袋

庁舎建設
あいさつ運動
２０２５年問題
水道事業
教育行政
桜づつみの延伸
マイナンバーカード
職員の通勤手当と出張や休職
児童・生徒の通学路の安全対策

ドローンの導入

移住定住
建設工事業者選定要綱
高齢者福祉事業

城後　光

太田一彦

福田勝也

中尾尊行

横山聖代

北村清美

脇坂正孝

堀池主男

尾上和孝

三石　孝

9

9

10

10

11

11

12

12

13

13

※本誌に掲載している内容です。  

※3月定例会会議録は、5月下旬ごろ町ホームページへ掲載します。　　http://www.town.hasami.lg.jp

一般質問もくじ 一般質問 とは…町の行財政全般にわたって執行機関に疑問点をただし、自己の意見や政策を述べるものです。質問権は、町の重要な意思を決定し、住民に代わって行財政の運
営を監視する機能をもつ議会の構成員である議員に与えられている固有の権利です。

教育長
　
今
年
の
波
佐
見
一
周
駅
伝
大

会
に
お
い
て
中
学
生
選
手
が
、

レ
ー
ス
中
に
交
通
事
故
に
遭
っ

て
い
る
。
公
道
を
使
用
す
る
行

事
も
多
く
、
再
発
防
止
策
が
急

務
で
あ
る
。

　
　
今
回
の
事
故
を
受
け
、
ど

う
反
省
し
、
今
後
の
対
応
を
進

め
る
予
定
か
。

教
育
長
　
主
催
者
と
し
て
、
参

加
者
の
事
故
へ
の
備
え
が
足
り

な
か
っ
た
。
大
会
の
継
続
決
定

や
、
事
故
発
生
後
の
参
加
者
へ

の
周
知
な
ど
対
応
が
至
ら
な

か
っ
た
点
が
多
い
。

　
関
係
団
体
の
意
見
や
警
察
見

解
も
踏
ま
え
、
検
討
案
を
関
係

者
に
提
示
し
、
最
終
的
に
は
主

催
者
に
て
対
応
策
を
決
定
す
る
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

猛
威
を
振
る
い
、
病
気
の
感
染

を
防
ぐ
た
め
の
マ
ス
ク
が
手
に

入
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。

問
　
町
と
し
て
マ
ス
ク
の
備
蓄

は
あ
る
か
。
ま
た
今
後
の
予
定

は
。

町
長
　
町
と
し
て
５
０
０
枚
備

蓄
し
て
い
る
。
緊
急
時
の
感
染

防
止
に
使
用
を
想
定
し
て
い

る
。
今
後
、
余
分
に
確
保
で
き

る
よ
う
検
討
し
た
い
。

　
川
棚
地
区
交
通
安
全
協
会

は
、
地
域
の
交
通
安
全
啓
発
に

貢
献
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

県
交
通
安
全
協
会
の
意
向
や
財

政
面
な
ど
、
活
動
に
多
く
の
課

題
が
生
じ
て
い
る
。こ
の
た
め
、

行
政
か
ら
の
支
援
は
必
要
不
可

欠
で
あ
る
。

問
　
交
通
安
全
協
会
を
取
り
巻

く
課
題
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

町
長
　
通
常
、
免
許
更
新
時
に

行
わ
れ
る
安
全
協
会
員
の
加
入

が
伸
び
悩
ん
で
お
り
、
協
会
の

財
政
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

三
町
に
て
運
営
費
補
助
を
行
っ

て
い
る
が
、
県
安
全
協
会
か
ら

受
託
を
さ
れ
て
い
る
運
転
免
許

業
務
の
今
後
も
不
透
明
な
状
況

に
あ
る
。

　
ど
の
よ
う
な
支
援
が
最
適
か
、

今
後
の
状
況
を
当
事
者
と
協
議

し
つ
つ
検
討
し
て
い
き
た
い
。

城後　光
問

問

問 教
育
長

町
長

町
長

行事参加者の安全確保を

事故を検証し、見直しを図る

町長
　
町
は
平
成
22
年
か
ら
高
齢
者

の
健
康
増
進
を
図
る
目
的
で
、

65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
温

泉
入
浴
券
２
枚
を
交
付
さ
れ
て

い
る
が
、
実
態
は
誰
で
も
使
え

る
入
浴
券
で
あ
る
。

問
　
65
歳
以
上
の
方
が
何
人
使

わ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
実
態
は
調
査
し
て
い
な

い
の
で
、
わ
か
ら
な
い
。

　
今
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
は

13
億
円
を
超
え
て
い
る
。

　
　
納
税
額
の
10
％
程
度
を
今

後
の
さ
ら
な
る
波
佐
見
焼
の
振

興
の
た
め
に
使
え
な
い
か
。

町
長
　
特
定
の
分
野
で
枠
を
設

定
す
べ
き
で
は
な
い
。
道
路
な

ど
の
整
備
や
交
流
人
口
、
定
住

人
口
の
拡
大
な
ど
、
町
と
し
て

重
点
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
他

の
分
野
に
も
あ
る
。

　
そ
の
年
度
ご
と
で
実
施
す
る

事
業
に
つ
い
て
、
総
合
的
に
優

先
順
位
を
つ
け
、
充
当
し
て
い

く
。

　
予
約
制
乗
合
交
通
「
の
ん

な
っ
せ
号
」
は
、
路
線
バ
ス
の

廃
止
に
よ
り
、
地
域
公
共
交
通

と
し
て
始
め
た
事
業
で
あ
る
。

　
現
在
、町
内
に
12
路
線
あ
り
、

週
２
日
４
往
復
で
年
間

９
９
８
４
回
、
１
路
線
で
年
間

８
３
２
回
の
ダ
イ
ヤ
を
組
ん
で

い
る
。
延
べ
約
１
３
０
０
人
の

方
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。

問
　「
の
ん
な
っ
せ
号
」
の
平

成
30
年
度
の
利
用
率
は
10
・
４

％
と
低
迷
し
て
い
る
。
住
民
に

と
っ
て
も
っ
と
使
い
や
す
く
す

る
た
め
に
、
タ
ク
シ
ー
利
用
券

を
交
付
す
る
よ
う
に
で
き
な
い

か
。
　

町
長
　
乗
合
交
通
は
継
続
し
な

が
ら
、
公
共
交
通
で
カ
バ
ー
で

き
な
い
と
こ
ろ
を
今
後
ど
う
し

て
い
く
か
現
在
、
関
係
各
課
で

協
議
を
し
て
い
る
。

太田  一彦
問

問

問 町
長

町
長

町
長

タクシー利用券を交付できないか

関係各課で協議をしている

交通安全協会より贈られたランドセルカバー

停留所案内板

表 彰表 彰

　第71回全国町村議会議長会定期総会において、
町村議会議員として15年以上在職し、功労のあっ
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自治功労賞を受賞しました。
　また、はさみ議会だよりNo.146が第34回町村
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一
般
質
問

町
政
を
問
う

町長
　
東
彼
地
区
保
健
福
祉
組
合
の

指
定
ご
み
袋
は
、
昨
年
10
月
に

変
更
さ
れ
て
、「
破
け
や
す
く

な
っ
た
」
等
の
意
見
を
聞
く
。

日
常
生
活
の
ご
く
一
部
の
事
だ

が
、
生
活
者
に
と
っ
て
は
重
要

な
問
題
で
あ
る
。

問
　
指
定
ご
み
袋
の
、
大
袋
と

小
袋
が
同
色
で
、
間
違
い
や
す

い
と
の
声
を
聞
く
が
、
変
更
に

な
っ
た
理
由
は
。

町
長
　
種
類
を
少
な
く
す
る
こ

と
で
福
祉
組
合
や
販
売
店
、
家

庭
で
の
管
理
が
容
易
に
な
る
。

家
庭
で
の
分
別
を
し
や
す
く
す

る
た
め
に
、段
階
的
に
移
行
し
、

将
来
的
に
は
一
種
類
に
し
て
い
く

問
　
ご
み
処
理
手
数
料
は
な
ぜ

改
定
さ
れ
た
か
。

町
長
　
消
費
税
が
10
％
へ
引
き

上
げ
ら
れ
た
こ
と
。
ま
た
、
ご

み
処
理
施
設
改
築
に
よ
り
経
費

が
増
え
る
た
め
。

問
　
変
更
さ
れ
た
指
定
ご
み
袋

に
つ
い
て
、「
す
ぐ
破
け
て
使

い
に
く
い
」「
若
干
、
小
さ
く

な
っ
た
」
な
ど
の
声
も
聞
く
よ

う
に
な
っ
た
。
改
善
は
で
き
な

い
か
。

町
長
　
新
し
い
ご
み
袋
は
、
入

口
と
上
部
が
細
か
く
波
状
に

な
っ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
が
破

け
や
す
い
要
因
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
。

　
年
度
途
中
の
改
善
は
厳
し
い

が
、
使
い
に
く
い
点
を
全
て
解

決
し
て
も
ら
う
よ
う
福
祉
組
合

に
お
願
い
し
た
い
。

　　
　
今
後
の
指
定
袋
に
対
す
る

考
え
方
は
。

　
　
　
ご
み
の
分
別
を
し
な
い

と
ま
た
高
く
な
っ
て
い
く
と
い

う
喚
起
を
し
な
が
ら
、
皆
さ
ん

が
日
常
生
活
を
過
ご
し
や
す
く

な
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

横山  聖代
問問 町

長
町
長

問問 町
長

町
長

使いやすいごみ袋に改善を

福祉組合に要望したい

町長
　
２
０
２
５
年
問
題
と
は
、
団

塊
の
世
代
が
２
２
０
０
万
人
を

超
え
る
と
予
想
さ
れ
、
国
民
の

４
人
に
１
人
が
75
歳
以
上
の
後

期
高
齢
者
と
な
り
、
医
療
や
介

護
な
ど
の
社
会
保
障
費
の
増
大

が
懸
念
さ
れ
る
問
題
で
あ
る
。

　問
　
本
町
の
後
期
高
齢
者
の
現

在
の
人
数
と
２
０
２
５
年
時
の

推
定
数
は
何
人
か
。
　
　

町
長
　
１
月
末
で
２
３
８
０
人
、

25
年
時
は
２
５
８
０
人
。
約
２

０
０
人
の
増
加
で
あ
る
。

問
　
地
域
の
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
移
動
支
援
の
状
況
は
。
　

町
長
　
平
成
30
年
度
か
ら
、
支

え
あ
い
ま
ち
づ
く
り
の
取
組
み

を
進
め
て
い
る
。
お
手
伝
い
を

行
う
場
合
に
無
償
で
あ
れ
ば
頼

み
づ
ら
い
が
、
有
償
で
あ
れ
ば

頼
み
や
す
い
。

　
移
動
支
援
に
つ
い
て
は
、
介

護
予
防
ニ
ー
ズ
調
査
に
お
い
て
、

実
態
把
握
に
努
め
、
分
析
し
令

和
２
年
度
か
ら
検
討
し
た
い
。

問
　
25
年
度
を
目
標
に
、
支
え

あ
い
を
全
地
域
で
構
築
及
び
促

進
が
で
き
な
い
か
。

町
長
　
研
修
会
を
開
催
し
た
り

ま
た
、積
極
的
に
啓
発
を
行
い
、

進
め
て
い
き
た
い
。

問
　
支
え
あ
い
を
全
地
域
に
広

げ
、
日
本
一
の
町
に
。

町
長
　
一
緒
に
や
り
ま
し
ょ
う
。

　
　

　
新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
は
、

２
０
２
０
年
度
に
基
本
設
計
を

行
い
、実
施
設
計
に
着
手
す
る
。

問
　
建
設
の
規
模
に
よ
っ
て
は

周
辺
用
地
の
確
保
が
必
要
で
は

な
い
か
。
　

町
長
　
今
後
、
設
計
を
進
め
て

い
く
中
で
、
新
た
な
用
地
の
確

保
に
つ
い
て
必
要
性
の
有
無
を

判
断
し
、
手
続
き
等
を
進
め
て

い
く
予
定
で
あ
る
。

北村  清美
問

問 問

問問

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

日本一の支えあいの町に

一緒にやりましょう

教育長
　
波
佐
見
町
歴
史
文
化
交
流
館

（
仮
称
）
に
つ
い
て
、
令
和
３

年
４
月
オ
ー
プ
ン
に
向
け
、
現

在
改
修
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
教
育
、
文
化
、
歴
史
の
継

承
及
び
観
光
の
拠
点
と
し
て
期

待
す
る
。

問
　
改
修
工
事
の
進
捗
状
況
は

ど
う
か
。

教
育
長
　
既
存
建
物
の
改
修
は

耐
震
補
強
が
完
了
し
、
内
装
工

事
を
進
め
て
い
る
。
新
築
棟
も

着
手
し
て
お
り
、
概
ね
順
調
で

あ
る
。

問
　
既
存
観
光
資
源
と
連
携
し

た
周
遊
ル
ー
ト
は
、
ど
の
よ
う

に
計
画
さ
れ
て
い
る
か
。

教
育
長
　「
西
ノ
原
」
や
「
や
き

も
の
公
園
」・「
観
光
交
流
セ
ン

タ
ー
陶
芸
の
館
」
に
比
較
的
近

く
一
体
と
な
っ
た
連
携
が
可
能

と
考
え
る
。

　
町
全
体
の
周
遊
ル
ー
ト
の
中

に
位
置
付
け
を
行
え
る
よ
う
、

町
観
光
部
局
や
観
光
協
会
と
協

議
を
進
め
た
い
。

　
各
小
学
校
に
お
い
て
、
登
下

校
す
る
児
童
の
安
全
性
の
向
上

を
図
る
た
め
、
遠
距
離
通
学
対

策
と
し
て
ス
ク
ー
ル
バ
ス
等
が

運
行
さ
れ
て
い
る
。

問
　
各
小
学
校
に
お
い
て
、
何

名
の
児
童
が
利
用
し
て
い
る
か
。

ま
た
、
今
後
の
推
移
は
。

教
育
長
　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
利
用

と
し
て
、
中
央
小
が
25
名
、
南

小
が
22
名
で
あ
る
。

　
タ
ク
シ
ー
利
用
と
し
て
、
東

小
が
26
名
、
南
小
が
９
名
で
あ

る
。

　
今
後
の
推
移
は
、
若
干
の
減

少
傾
向
に
あ
る
。

問
　
事
業
者
に
よ
る
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
運
行
は
、
年
間
１
５
０

０
万
円
ほ
ど
の
費
用
を
要
し
て

お
り
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
変
更

で
き
な
い
か
。

教
育
長
　
今
後
の
推
移
を
踏
ま

え
て
も
、
現
実
的
に
可
能
と
考

え
る
。

福田  勝也
問

問 問

問 教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

スクールバスをマイクロバスへ

現実的に可能と考える

教育長
　
学
校
内
で
の
事
故
に
つ
い
て

問
　
学
校
現
場
で
安
全
を
守
る

た
め
の
情
報
は
十
分
に
共
有
さ

れ
て
い
る
か
。
　

教
育
長
　「
町
内
校
長
会
」
や

各
学
校
内
の「
生
活
指
導
部
会
」

等
を
通
じ
て
情
報
共
有
し
、
統

一
し
た
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

　　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

の
導
入
に
つ
い
て

　問
　
こ
の
制
度
の
内
容
及
び
ど

の
よ
う
な
効
果
が
期
待
さ
れ
る

の
か
。
　

教
育
長
　
地
域
、
学
校
を
よ
り

良
く
実
践
す
る
目
的
で
「
学
校

運
営
協
議
会
」
が
設
置
さ
れ
て

い
る
学
校
の
こ
と
を
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
い
う
。

　
自
治
会
が
行
う
「
地
域
学
校

協
働
活
動
」
と
連
携
し
、
地
域

や
学
校
が
抱
え
る
課
題
を
解
決

で
き
る
と
考
え
る
。
　

　
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
つ

い
て

　問
　
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト
は
ど
こ

に
あ
る
の
か
。
　

教
育
長
　「
新
し
い
時
代
に
必

要
と
な
る
資
質
・
能
力
の
育
成

と
学
習
評
価
の
充
実
」
が
揚
げ

ら
れ
て
お
り
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
」
の
視
点
か
ら
学

習
の
改
善
が
目
標
と
さ
れ
る
。

　
小
学
校
５
・
６
年
生
の
「
外

国
語
の
教
科
化
」
と
「
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
必
修
化
」
で

あ
る
。

問
　
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン

グ
と
は
ど
の
よ
う
な
学
び
を
い

う
の
か
。

教
育
長
　「
主
体
的
・
対
話
的

で
深
い
学
び
」
の
こ
と
で
、
対

話
を
通
じ
て
学
び
合
い
、
思
考

力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
目
的

で
あ
る
。

問
　
英
語
教
育
が
教
科
書
を
使
っ

て
始
ま
る
が
、
こ
の
ね
ら
い
は
。

教
育
長
　
児
童
が
英
語
に
慣

れ
・
親
し
む
の
観
点
か
ら
「
聞

く
・
話
す
」
に
「
読
む
・
書
く
」

を
加
え
る
こ
と
に
あ
る
。

中尾  尊行
問

問問

問問 教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

学習指導要領改訂ポイントは

アクティブ・ラーニング

マチの違い
（点線は現在、実線は旧）

大・小同色で買うとき迷う

英語授業風景いきいき百歳体操
現庁舎の駐車場

マイクロバス化された
スクールバス

。
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一
般
質
問

町
政
を
問
う

町長
　
東
彼
地
区
保
健
福
祉
組
合
の

指
定
ご
み
袋
は
、
昨
年
10
月
に

変
更
さ
れ
て
、「
破
け
や
す
く

な
っ
た
」
等
の
意
見
を
聞
く
。

日
常
生
活
の
ご
く
一
部
の
事
だ

が
、
生
活
者
に
と
っ
て
は
重
要

な
問
題
で
あ
る
。

問
　
指
定
ご
み
袋
の
、
大
袋
と

小
袋
が
同
色
で
、
間
違
い
や
す

い
と
の
声
を
聞
く
が
、
変
更
に

な
っ
た
理
由
は
。

町
長
　
種
類
を
少
な
く
す
る
こ

と
で
福
祉
組
合
や
販
売
店
、
家

庭
で
の
管
理
が
容
易
に
な
る
。

家
庭
で
の
分
別
を
し
や
す
く
す

る
た
め
に
、段
階
的
に
移
行
し
、

将
来
的
に
は
一
種
類
に
し
て
い
く

問
　
ご
み
処
理
手
数
料
は
な
ぜ

改
定
さ
れ
た
か
。

町
長
　
消
費
税
が
10
％
へ
引
き

上
げ
ら
れ
た
こ
と
。
ま
た
、
ご

み
処
理
施
設
改
築
に
よ
り
経
費

が
増
え
る
た
め
。

問
　
変
更
さ
れ
た
指
定
ご
み
袋

に
つ
い
て
、「
す
ぐ
破
け
て
使

い
に
く
い
」「
若
干
、
小
さ
く

な
っ
た
」
な
ど
の
声
も
聞
く
よ

う
に
な
っ
た
。
改
善
は
で
き
な

い
か
。

町
長
　
新
し
い
ご
み
袋
は
、
入

口
と
上
部
が
細
か
く
波
状
に

な
っ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
が
破

け
や
す
い
要
因
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
。

　
年
度
途
中
の
改
善
は
厳
し
い

が
、
使
い
に
く
い
点
を
全
て
解

決
し
て
も
ら
う
よ
う
福
祉
組
合

に
お
願
い
し
た
い
。

　　
　
今
後
の
指
定
袋
に
対
す
る

考
え
方
は
。

　
　
　
ご
み
の
分
別
を
し
な
い

と
ま
た
高
く
な
っ
て
い
く
と
い

う
喚
起
を
し
な
が
ら
、
皆
さ
ん

が
日
常
生
活
を
過
ご
し
や
す
く

な
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

横山  聖代
問問 町

長
町
長

問問 町
長

町
長

使いやすいごみ袋に改善を

福祉組合に要望したい

町長
　
２
０
２
５
年
問
題
と
は
、
団

塊
の
世
代
が
２
２
０
０
万
人
を

超
え
る
と
予
想
さ
れ
、
国
民
の

４
人
に
１
人
が
75
歳
以
上
の
後

期
高
齢
者
と
な
り
、
医
療
や
介

護
な
ど
の
社
会
保
障
費
の
増
大

が
懸
念
さ
れ
る
問
題
で
あ
る
。

　問
　
本
町
の
後
期
高
齢
者
の
現

在
の
人
数
と
２
０
２
５
年
時
の

推
定
数
は
何
人
か
。
　
　

町
長
　
１
月
末
で
２
３
８
０
人
、

25
年
時
は
２
５
８
０
人
。
約
２

０
０
人
の
増
加
で
あ
る
。

問
　
地
域
の
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
移
動
支
援
の
状
況
は
。
　

町
長
　
平
成
30
年
度
か
ら
、
支

え
あ
い
ま
ち
づ
く
り
の
取
組
み

を
進
め
て
い
る
。
お
手
伝
い
を

行
う
場
合
に
無
償
で
あ
れ
ば
頼

み
づ
ら
い
が
、
有
償
で
あ
れ
ば

頼
み
や
す
い
。

　
移
動
支
援
に
つ
い
て
は
、
介

護
予
防
ニ
ー
ズ
調
査
に
お
い
て
、

実
態
把
握
に
努
め
、
分
析
し
令

和
２
年
度
か
ら
検
討
し
た
い
。

問
　
25
年
度
を
目
標
に
、
支
え

あ
い
を
全
地
域
で
構
築
及
び
促

進
が
で
き
な
い
か
。

町
長
　
研
修
会
を
開
催
し
た
り

ま
た
、積
極
的
に
啓
発
を
行
い
、

進
め
て
い
き
た
い
。

問
　
支
え
あ
い
を
全
地
域
に
広

げ
、
日
本
一
の
町
に
。

町
長
　
一
緒
に
や
り
ま
し
ょ
う
。

　
　

　
新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
は
、

２
０
２
０
年
度
に
基
本
設
計
を

行
い
、実
施
設
計
に
着
手
す
る
。

問
　
建
設
の
規
模
に
よ
っ
て
は

周
辺
用
地
の
確
保
が
必
要
で
は

な
い
か
。
　

町
長
　
今
後
、
設
計
を
進
め
て

い
く
中
で
、
新
た
な
用
地
の
確

保
に
つ
い
て
必
要
性
の
有
無
を

判
断
し
、
手
続
き
等
を
進
め
て

い
く
予
定
で
あ
る
。

北村  清美
問

問 問

問問

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

日本一の支えあいの町に

一緒にやりましょう

教育長
　
波
佐
見
町
歴
史
文
化
交
流
館

（
仮
称
）
に
つ
い
て
、
令
和
３

年
４
月
オ
ー
プ
ン
に
向
け
、
現

在
改
修
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
教
育
、
文
化
、
歴
史
の
継

承
及
び
観
光
の
拠
点
と
し
て
期

待
す
る
。

問
　
改
修
工
事
の
進
捗
状
況
は

ど
う
か
。

教
育
長
　
既
存
建
物
の
改
修
は

耐
震
補
強
が
完
了
し
、
内
装
工

事
を
進
め
て
い
る
。
新
築
棟
も

着
手
し
て
お
り
、
概
ね
順
調
で

あ
る
。

問
　
既
存
観
光
資
源
と
連
携
し

た
周
遊
ル
ー
ト
は
、
ど
の
よ
う

に
計
画
さ
れ
て
い
る
か
。

教
育
長
　「
西
ノ
原
」
や
「
や
き

も
の
公
園
」・「
観
光
交
流
セ
ン

タ
ー
陶
芸
の
館
」
に
比
較
的
近

く
一
体
と
な
っ
た
連
携
が
可
能

と
考
え
る
。

　
町
全
体
の
周
遊
ル
ー
ト
の
中

に
位
置
付
け
を
行
え
る
よ
う
、

町
観
光
部
局
や
観
光
協
会
と
協

議
を
進
め
た
い
。

　
各
小
学
校
に
お
い
て
、
登
下

校
す
る
児
童
の
安
全
性
の
向
上

を
図
る
た
め
、
遠
距
離
通
学
対

策
と
し
て
ス
ク
ー
ル
バ
ス
等
が

運
行
さ
れ
て
い
る
。

問
　
各
小
学
校
に
お
い
て
、
何

名
の
児
童
が
利
用
し
て
い
る
か
。

ま
た
、
今
後
の
推
移
は
。

教
育
長
　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
利
用

と
し
て
、
中
央
小
が
25
名
、
南

小
が
22
名
で
あ
る
。

　
タ
ク
シ
ー
利
用
と
し
て
、
東

小
が
26
名
、
南
小
が
９
名
で
あ

る
。

　
今
後
の
推
移
は
、
若
干
の
減

少
傾
向
に
あ
る
。

問
　
事
業
者
に
よ
る
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
運
行
は
、
年
間
１
５
０

０
万
円
ほ
ど
の
費
用
を
要
し
て

お
り
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
変
更

で
き
な
い
か
。

教
育
長
　
今
後
の
推
移
を
踏
ま

え
て
も
、
現
実
的
に
可
能
と
考

え
る
。

福田  勝也
問

問 問

問 教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

スクールバスをマイクロバスへ

現実的に可能と考える

教育長
　
学
校
内
で
の
事
故
に
つ
い
て

問
　
学
校
現
場
で
安
全
を
守
る

た
め
の
情
報
は
十
分
に
共
有
さ

れ
て
い
る
か
。
　

教
育
長
　「
町
内
校
長
会
」
や

各
学
校
内
の「
生
活
指
導
部
会
」

等
を
通
じ
て
情
報
共
有
し
、
統

一
し
た
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

　　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

の
導
入
に
つ
い
て

　問
　
こ
の
制
度
の
内
容
及
び
ど

の
よ
う
な
効
果
が
期
待
さ
れ
る

の
か
。
　

教
育
長
　
地
域
、
学
校
を
よ
り

良
く
実
践
す
る
目
的
で
「
学
校

運
営
協
議
会
」
が
設
置
さ
れ
て

い
る
学
校
の
こ
と
を
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
い
う
。

　
自
治
会
が
行
う
「
地
域
学
校

協
働
活
動
」
と
連
携
し
、
地
域

や
学
校
が
抱
え
る
課
題
を
解
決

で
き
る
と
考
え
る
。
　

　
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
つ

い
て

　問
　
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト
は
ど
こ

に
あ
る
の
か
。
　

教
育
長
　「
新
し
い
時
代
に
必

要
と
な
る
資
質
・
能
力
の
育
成

と
学
習
評
価
の
充
実
」
が
揚
げ

ら
れ
て
お
り
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
」
の
視
点
か
ら
学

習
の
改
善
が
目
標
と
さ
れ
る
。

　
小
学
校
５
・
６
年
生
の
「
外

国
語
の
教
科
化
」
と
「
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
必
修
化
」
で

あ
る
。

問
　
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン

グ
と
は
ど
の
よ
う
な
学
び
を
い

う
の
か
。

教
育
長
　「
主
体
的
・
対
話
的

で
深
い
学
び
」
の
こ
と
で
、
対

話
を
通
じ
て
学
び
合
い
、
思
考

力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
目
的

で
あ
る
。

問
　
英
語
教
育
が
教
科
書
を
使
っ

て
始
ま
る
が
、
こ
の
ね
ら
い
は
。

教
育
長
　
児
童
が
英
語
に
慣

れ
・
親
し
む
の
観
点
か
ら
「
聞

く
・
話
す
」
に
「
読
む
・
書
く
」

を
加
え
る
こ
と
に
あ
る
。

中尾  尊行
問

問問

問問 教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

学習指導要領改訂ポイントは

アクティブ・ラーニング

マチの違い
（点線は現在、実線は旧）

大・小同色で買うとき迷う

英語授業風景いきいき百歳体操
現庁舎の駐車場

マイクロバス化された
スクールバス

。
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一
般
質
問

町
政
を
問
う

町長
　
消
防
防
災
分
野
に
お
い
て
、

無
人
航
空
機
ド
ロ
ー
ン
の
導
入

が
進
ん
で
い
る
。
ド
ロ
ー
ン
は

空
の
産
業
革
命
と
言
わ
れ
、
多

く
の
可
能
性
を
有
し
て
い
る
。

問
　
ド
ロ
ー
ン
の
使
用
で
、
消

防
団
員
の
危
険
が
及
ぶ
場
所
に

つ
い
て
、
全
体
の
把
握
が
地
上

よ
り
も
で
き
る
と
思
う
が
ど
う

か
。

町
長
　
鎮
火
後
の
現
場
に
お
い

て
の
検
証
等
は
消
防
署
が
行
う

の
で
、
町
が
担
う
部
分
は
少
な

い
。

問
　
近
年
、
想
定
外
の
雨
な
ど

に
よ
り
、
各
地
で
災
害
が
発
生

し
て
い
る
。
災
害
発
生
後
の
全

体
の
把
握
や
今
後
の
対
応
等
を

考
え
た
時
、
空
撮
を
入
れ
た
全

体
像
の
把
握
も
必
要
と
思
う
が

ど
う
か
。

町
長
　
過
去
の
状
況
か
ら
判
断

す
れ
ば
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
を
要

す
る
事
例
が
発
生
す
る
確
率
は

か
な
り
低
い
も
の
と
思
う
。

問
　
観
光
に
お
い
て
、
地
上
か

ら
で
な
く
、
空
の
上
か
ら
の
魅

力
発
信
も
必
要
と
思
う
が
ど
う

か
。

町
長
　
観
光
集
客
の
手
段
と
し

て
非
常
に
有
効
。
し
か
し
、
空

撮
を
行
う
場
合
は
、
た
だ
単
に

撮
影
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の

で
は
な
く
、
相
当
の
ク
オ
リ

テ
ィ
ー
が
要
求
さ
れ
る
。

問
　
ド
ロ
ー
ン
の
装
備
に
は
、

熱
を
感
知
し
て
赤
外
線
映
像
な

ど
を
映
せ
る
も
の
が
あ
る
。
夜

間
の
イ
ノ
シ
シ
の
動
き
を
調
査

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
イ
ノ
シ

シ
の
捕
獲
に
も
貢
献
で
き
る
と

思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
赤
外
線
カ
メ
ラ
に
よ
っ

て
、
そ
の
生
息
域
、
頭
数
等
の

確
認
は
で
き
る
の
で
は
な
い

か
。
し
か
し
、
今
の
我
々
の
レ

ベ
ル
で
は
難
し
い
。

尾上  和孝
問

問

問問 町
長

町
長

町
長

町
長

ドローンの導入を

今のところ難しい

町長
　
移
住
定
住

　
町
内
へ
の
定
住
を
促
進
す
る

制
度
と
し
て
、
定
住
奨
励
金
制

度
が
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
町

内
の
業
者
に
よ
る
新
築
施
工
住

宅
（
建
売
や
注
文
）
の
場
合
、

現
金
31
万
円
と
商
品
券
12
万
円

の
支
給
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

問
　
従
来
の
制
度
で
は
、
建
売

住
宅
と
注
文
住
宅
で
違
い
が
あ

っ
た
が
、
同
じ
扱
い
に
な
っ
た

の
は
い
つ
か
。

町
長
　
昨
年
11
月
７
日
に
改
正

し
た
。

問
　
私
が
一
般
質
問
の
通
告
を

行
っ
た
と
き
は
、
例
規
集
は
訂

正
さ
れ
て
な
く
、
質
問
の
直
前

に
改
正
さ
れ
て
い
た
。
ど
う
い

う
こ
と
か
。

町
長
　
例
規
等
の
改
正
は
外
注

し
て
お
り
、
ホ
ー
ム
ー
ペ
ー
ジ

で
閲
覧
で
き
る
ま
で
約
１
か
月

半
か
か
る
。
訂
正
漏
れ
が
あ
っ

た
こ
と
を
お
詫
び
す
る
。

問
　
改
正
内
容
は
、
い
ち
早
く

建
築
業
者
に
連
絡
し
た
の
か
。

町
長
　
チ
ラ
シ
を
作
り
、
近
々

配
布
す
る
予
定
で
あ
る
。

問
　
黙
っ
て
い
て
定
住
希
望
者

が
く
る
わ
け
で
は
な
い
。
建
築

会
社
の
営
業
マ
ン
が
努
力
さ
れ

て
い
る
。
電
話
１
本
で
も
、
早

急
に
や
っ
て
も
ら
い
た
い
。
ま

た
商
品
券
交
付
額
に
つ
い
て
増

額
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

町
長
　
令
和
３
年
度
に
見
直
す

予
定
で
あ
り
、
検
討
す
る
。

問
　
建
売
に
お
け
る
浄
化
槽
の

助
成
は
ど
う
か
。

町
長
　
今
年
４
月
に
制
度
の
改

正
を
行
い
、
助
成
す
る
予
定
。

（※

１
） 

質
問
の
内
容
を
事
前
に

　
行
政
側
に
知
ら
せ
る
制
度

（※

２
） 

波
佐
見
町
の
条
例
や
要

　
綱
等
が
集
め
ら
れ
た
も
の

　
高
齢
者
福
祉
事
業

　
本
町
の
地
形
は
盆
地
で
あ

り
、
高
齢
者
は
い
た
る
と
こ
ろ

に
住
ん
で
い
る
。
車
が
な
い
と

日
常
の
用
事
も
出
来
な
い
状
況

で
あ
る
。

問
　
波
佐
見
町
の
基
礎
を
創
っ

て
こ
ら
れ
た
方
々
に
思
い
や
り

の
政
策
と
し
て
、
タ
ク
シ
ー
利

用
券
の
交
付
は
考
え
ら
れ
な
い

か
。

町
長
　
高
齢
者
に
光
を
あ
て
、

令
和
２
年
度
に
き
ち
ん
と
取
り

組
ん
で
行
く
。

三石　孝
問

問問

問問問

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

タクシー利用券交付を

令和2年度に取り組む

町長
　
上
水
道
の
維
持
・
管
理
に
は

膨
大
な
経
費
と
時
間
が
必
要
で

あ
る
。
一
方
で
、
水
道
使
用
料

は
減
収
傾
向
に
あ
る
。

問
　
施
設
・
設
備
の
更
新
は
ど

う
進
め
る
の
か
。

町
長
　
基
幹
で
あ
る
湯
無
田
浄

水
場
の
改
修
や
管
路
を
効
率
運

用
す
る
た
め
、
統
廃
合
も
含
め

計
画
的
に
順
次
更
新
し
て
い
く
。

問
　
収
支
の
現
状
と
見
通
し
は
。

町
長
　
現
在
の
料
金
収
入
は
ほ

ぼ
横
ば
い
。
今
後
数
年
間
は
こ

の
ま
ま
推
移
す
る
と
予
測
し
て

い
る
。
収
入
の
範
囲
内
で
維
持

管
理
を
行
っ
て
い
る
が
、
老
朽

施
設
の
更
新
を
計
画
的
に
進
め

る
に
は
、
財
源
不
足
が
予
想
さ

れ
る
。
施
設
の
統
廃
合
、
公
益

化
を
検
討
し
企
業
債
、
国
庫
補

助
金
等
の
有
効
活
用
を
図
る
。

問
　
現
状
の
収
支
で
、
賄
え
な

い
場
合
は
ど
う
す
る
の
か
。

町
長
　
財
源
確
保
す
る
前
に
、

施
設
の
経
常
経
費
の
削
減
、
統

廃
合
な
ど
で
更
新
費
用
を
捻
出

し
た
い
。

問
　「
波
佐
見
町
水
道
ビ
ジ
ョ

ン
」
に
よ
る
と
、
令
和
４
年
度

に
は
、
料
金
改
定
が
想
定
さ
れ

て
い
る
。
改
定
す
る
の
か
。

町
長
　
少
し
で
も
先
延
ば
し
で

き
る
よ
う
、
努
力
し
た
い
。

　
桜
づ
つ
み
は
、
梅
ノ
高
野
か

ら
陣
川
橋
付
近
ま
で
ほ
ぼ
整
備

済
み
で
、
多
く
の
利
用
者
に
親

し
ま
れ
て
い
る
。

問
　
樋
渡
橋
付
近
か
ら
乙
長
野

郷
今
熊
付
近
ま
で
の
右
岸
は
未

整
備
。
健
康
・
体
力
づ
く
り
、

美
観
、
防
災
な
ど
の
面
か
ら
残

り
区
間
も
整
備
が
必
要
で
は
。

町
長
　
川
棚
川
は
県
の
管
理
で
、

形
状
変
更
や
堤
防
舗
装
な
ど
は

県
と
の
協
議
が
必
要
。
今
の
と

こ
ろ
延
伸
は
考
え
て
い
な
い
。

問
　
残
り
区
間
を
整
備
す
れ
ば

一
周
で
き
、新
名
所
と
な
る
が
。

町
長
　
解
決
が
必
要
な
問
題
が

多
い
と
認
識
し
て
い
る
。

脇坂  正孝
問

問問

問問問 町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

水道料金改定は4年度からか

先延ばしできるよう努力したい

教育長
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
平

成
28
年
か
ら
制
度
が
始
ま
っ
た
。

問
　
臨
時
申
請
窓
口
を
設
け
た

が
、
反
応
は
ど
う
か
。

　町
長
　
手
応
え
は
あ
っ
た
。

問
　
交
付
枚
数
は
１
２
９
０
件

で
人
口
の
８
．８
％
と
低
い
が
、

そ
の
原
因
は
。

町
長
　
カ
ー
ド
を
保
有
す
る
メ

リ
ッ
ト
が
な
か
っ
た
か
ら
で
は

な
い
か
。

　
職
員
の
通
勤
手
当
と
出
張
や

休
職
に
つ
い
て

問
　
通
勤
手
当
受
給
中
の
職
員

は
何
人
か
。
　

町
長
　
現
在
支
給
し
て
い
る
の

は
74
人
で
あ
る
。

問
　
通
勤
手
当
受
給
中
の
職
員

の
通
勤
距
離
は
。

町
長
　
最
短
距
離
は
２
．０
㎞
、

最
長
距
離
は
30
．４
㎞
で
あ
る
。

問
　
休
職
し
て
い
る
職
員
は
何

人
か
。

町
長
　
現
時
点
で
は
、
病
気
に

よ
る
休
職
が
２
人
で
あ
る
。

　
児
童
・
生
徒
の
通
学
路
の
安

全
対
策
に
つ
い
て

問
　
昨
年
、
各
小
学
校
か
ら
危

険
個
所
が
示
さ
れ
た
が
対
策
は
。

教
育
長
　
定
期
的
に
調
査
を
行

い
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
解

消
に
向
け
努
め
て
い
る
。

問
　
宿
郷
鹿
山
橋
付
近
の
県
道

が
工
事
中
で
危
険
を
感
じ
る
が
、

登
下
校
は
安
全
か
。

教
育
長
　
登
校
が
終
了
後
、
工

事
が
始
ま
り
、
下
校
時
は
反
対

の
歩
道
を
通
行
し
て
い
る
。
警

備
員
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、
大

き
な
問
題
は
な
い
と
判
断
し
て

い
る
。

堀池  主男
問

問問

問問問問

教
育
長

教
育
長

児童・生徒の通学路は

安全確保に努める

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

工事中の宿郷鹿山橋付近

右岸の一部は未整備（今熊付近）飛行中のドローン

（※

１
）

（※

２
）

町内のタクシー
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一
般
質
問

町
政
を
問
う

町長
　
消
防
防
災
分
野
に
お
い
て
、

無
人
航
空
機
ド
ロ
ー
ン
の
導
入

が
進
ん
で
い
る
。
ド
ロ
ー
ン
は

空
の
産
業
革
命
と
言
わ
れ
、
多

く
の
可
能
性
を
有
し
て
い
る
。

問
　
ド
ロ
ー
ン
の
使
用
で
、
消

防
団
員
の
危
険
が
及
ぶ
場
所
に

つ
い
て
、
全
体
の
把
握
が
地
上

よ
り
も
で
き
る
と
思
う
が
ど
う

か
。

町
長
　
鎮
火
後
の
現
場
に
お
い

て
の
検
証
等
は
消
防
署
が
行
う

の
で
、
町
が
担
う
部
分
は
少
な

い
。

問
　
近
年
、
想
定
外
の
雨
な
ど

に
よ
り
、
各
地
で
災
害
が
発
生

し
て
い
る
。
災
害
発
生
後
の
全

体
の
把
握
や
今
後
の
対
応
等
を

考
え
た
時
、
空
撮
を
入
れ
た
全

体
像
の
把
握
も
必
要
と
思
う
が

ど
う
か
。

町
長
　
過
去
の
状
況
か
ら
判
断

す
れ
ば
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
を
要

す
る
事
例
が
発
生
す
る
確
率
は

か
な
り
低
い
も
の
と
思
う
。

問
　
観
光
に
お
い
て
、
地
上
か

ら
で
な
く
、
空
の
上
か
ら
の
魅

力
発
信
も
必
要
と
思
う
が
ど
う

か
。

町
長
　
観
光
集
客
の
手
段
と
し

て
非
常
に
有
効
。
し
か
し
、
空

撮
を
行
う
場
合
は
、
た
だ
単
に

撮
影
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の

で
は
な
く
、
相
当
の
ク
オ
リ

テ
ィ
ー
が
要
求
さ
れ
る
。

問
　
ド
ロ
ー
ン
の
装
備
に
は
、

熱
を
感
知
し
て
赤
外
線
映
像
な

ど
を
映
せ
る
も
の
が
あ
る
。
夜

間
の
イ
ノ
シ
シ
の
動
き
を
調
査

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
イ
ノ
シ

シ
の
捕
獲
に
も
貢
献
で
き
る
と

思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
赤
外
線
カ
メ
ラ
に
よ
っ

て
、
そ
の
生
息
域
、
頭
数
等
の

確
認
は
で
き
る
の
で
は
な
い

か
。
し
か
し
、
今
の
我
々
の
レ

ベ
ル
で
は
難
し
い
。

尾上  和孝
問

問

問問 町
長

町
長

町
長

町
長

ドローンの導入を

今のところ難しい

町長
　
移
住
定
住

　
町
内
へ
の
定
住
を
促
進
す
る

制
度
と
し
て
、
定
住
奨
励
金
制

度
が
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
町

内
の
業
者
に
よ
る
新
築
施
工
住

宅
（
建
売
や
注
文
）
の
場
合
、

現
金
31
万
円
と
商
品
券
12
万
円

の
支
給
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

問
　
従
来
の
制
度
で
は
、
建
売

住
宅
と
注
文
住
宅
で
違
い
が
あ

っ
た
が
、
同
じ
扱
い
に
な
っ
た

の
は
い
つ
か
。

町
長
　
昨
年
11
月
７
日
に
改
正

し
た
。

問
　
私
が
一
般
質
問
の
通
告
を

行
っ
た
と
き
は
、
例
規
集
は
訂

正
さ
れ
て
な
く
、
質
問
の
直
前

に
改
正
さ
れ
て
い
た
。
ど
う
い

う
こ
と
か
。

町
長
　
例
規
等
の
改
正
は
外
注

し
て
お
り
、
ホ
ー
ム
ー
ペ
ー
ジ

で
閲
覧
で
き
る
ま
で
約
１
か
月

半
か
か
る
。
訂
正
漏
れ
が
あ
っ

た
こ
と
を
お
詫
び
す
る
。

問
　
改
正
内
容
は
、
い
ち
早
く

建
築
業
者
に
連
絡
し
た
の
か
。

町
長
　
チ
ラ
シ
を
作
り
、
近
々

配
布
す
る
予
定
で
あ
る
。

問
　
黙
っ
て
い
て
定
住
希
望
者

が
く
る
わ
け
で
は
な
い
。
建
築

会
社
の
営
業
マ
ン
が
努
力
さ
れ

て
い
る
。
電
話
１
本
で
も
、
早

急
に
や
っ
て
も
ら
い
た
い
。
ま

た
商
品
券
交
付
額
に
つ
い
て
増

額
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

町
長
　
令
和
３
年
度
に
見
直
す

予
定
で
あ
り
、
検
討
す
る
。

問
　
建
売
に
お
け
る
浄
化
槽
の

助
成
は
ど
う
か
。

町
長
　
今
年
４
月
に
制
度
の
改

正
を
行
い
、
助
成
す
る
予
定
。

（※

１
） 

質
問
の
内
容
を
事
前
に

　
行
政
側
に
知
ら
せ
る
制
度

（※

２
） 

波
佐
見
町
の
条
例
や
要

　
綱
等
が
集
め
ら
れ
た
も
の

　
高
齢
者
福
祉
事
業

　
本
町
の
地
形
は
盆
地
で
あ

り
、
高
齢
者
は
い
た
る
と
こ
ろ

に
住
ん
で
い
る
。
車
が
な
い
と

日
常
の
用
事
も
出
来
な
い
状
況

で
あ
る
。

問
　
波
佐
見
町
の
基
礎
を
創
っ

て
こ
ら
れ
た
方
々
に
思
い
や
り

の
政
策
と
し
て
、
タ
ク
シ
ー
利

用
券
の
交
付
は
考
え
ら
れ
な
い

か
。

町
長
　
高
齢
者
に
光
を
あ
て
、

令
和
２
年
度
に
き
ち
ん
と
取
り

組
ん
で
行
く
。

三石　孝
問

問問

問問問

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

タクシー利用券交付を

令和2年度に取り組む

町長
　
上
水
道
の
維
持
・
管
理
に
は

膨
大
な
経
費
と
時
間
が
必
要
で

あ
る
。
一
方
で
、
水
道
使
用
料

は
減
収
傾
向
に
あ
る
。

問
　
施
設
・
設
備
の
更
新
は
ど

う
進
め
る
の
か
。

町
長
　
基
幹
で
あ
る
湯
無
田
浄

水
場
の
改
修
や
管
路
を
効
率
運

用
す
る
た
め
、
統
廃
合
も
含
め

計
画
的
に
順
次
更
新
し
て
い
く
。

問
　
収
支
の
現
状
と
見
通
し
は
。

町
長
　
現
在
の
料
金
収
入
は
ほ

ぼ
横
ば
い
。
今
後
数
年
間
は
こ

の
ま
ま
推
移
す
る
と
予
測
し
て

い
る
。
収
入
の
範
囲
内
で
維
持

管
理
を
行
っ
て
い
る
が
、
老
朽

施
設
の
更
新
を
計
画
的
に
進
め

る
に
は
、
財
源
不
足
が
予
想
さ

れ
る
。
施
設
の
統
廃
合
、
公
益

化
を
検
討
し
企
業
債
、
国
庫
補

助
金
等
の
有
効
活
用
を
図
る
。

問
　
現
状
の
収
支
で
、
賄
え
な

い
場
合
は
ど
う
す
る
の
か
。

町
長
　
財
源
確
保
す
る
前
に
、

施
設
の
経
常
経
費
の
削
減
、
統

廃
合
な
ど
で
更
新
費
用
を
捻
出

し
た
い
。

問
　「
波
佐
見
町
水
道
ビ
ジ
ョ

ン
」
に
よ
る
と
、
令
和
４
年
度

に
は
、
料
金
改
定
が
想
定
さ
れ

て
い
る
。
改
定
す
る
の
か
。

町
長
　
少
し
で
も
先
延
ば
し
で

き
る
よ
う
、
努
力
し
た
い
。

　
桜
づ
つ
み
は
、
梅
ノ
高
野
か

ら
陣
川
橋
付
近
ま
で
ほ
ぼ
整
備

済
み
で
、
多
く
の
利
用
者
に
親

し
ま
れ
て
い
る
。

問
　
樋
渡
橋
付
近
か
ら
乙
長
野

郷
今
熊
付
近
ま
で
の
右
岸
は
未

整
備
。
健
康
・
体
力
づ
く
り
、

美
観
、
防
災
な
ど
の
面
か
ら
残

り
区
間
も
整
備
が
必
要
で
は
。

町
長
　
川
棚
川
は
県
の
管
理
で
、

形
状
変
更
や
堤
防
舗
装
な
ど
は

県
と
の
協
議
が
必
要
。
今
の
と

こ
ろ
延
伸
は
考
え
て
い
な
い
。

問
　
残
り
区
間
を
整
備
す
れ
ば

一
周
で
き
、新
名
所
と
な
る
が
。

町
長
　
解
決
が
必
要
な
問
題
が

多
い
と
認
識
し
て
い
る
。

脇坂  正孝
問

問問

問問問 町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

水道料金改定は4年度からか

先延ばしできるよう努力したい

教育長
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
平

成
28
年
か
ら
制
度
が
始
ま
っ
た
。

問
　
臨
時
申
請
窓
口
を
設
け
た

が
、
反
応
は
ど
う
か
。

　町
長
　
手
応
え
は
あ
っ
た
。

問
　
交
付
枚
数
は
１
２
９
０
件

で
人
口
の
８
．８
％
と
低
い
が
、

そ
の
原
因
は
。

町
長
　
カ
ー
ド
を
保
有
す
る
メ

リ
ッ
ト
が
な
か
っ
た
か
ら
で
は

な
い
か
。

　
職
員
の
通
勤
手
当
と
出
張
や

休
職
に
つ
い
て

問
　
通
勤
手
当
受
給
中
の
職
員

は
何
人
か
。
　

町
長
　
現
在
支
給
し
て
い
る
の

は
74
人
で
あ
る
。

問
　
通
勤
手
当
受
給
中
の
職
員

の
通
勤
距
離
は
。

町
長
　
最
短
距
離
は
２
．０
㎞
、

最
長
距
離
は
30
．４
㎞
で
あ
る
。

問
　
休
職
し
て
い
る
職
員
は
何

人
か
。

町
長
　
現
時
点
で
は
、
病
気
に

よ
る
休
職
が
２
人
で
あ
る
。

　
児
童
・
生
徒
の
通
学
路
の
安

全
対
策
に
つ
い
て

問
　
昨
年
、
各
小
学
校
か
ら
危

険
個
所
が
示
さ
れ
た
が
対
策
は
。

教
育
長
　
定
期
的
に
調
査
を
行

い
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
解

消
に
向
け
努
め
て
い
る
。

問
　
宿
郷
鹿
山
橋
付
近
の
県
道

が
工
事
中
で
危
険
を
感
じ
る
が
、

登
下
校
は
安
全
か
。

教
育
長
　
登
校
が
終
了
後
、
工

事
が
始
ま
り
、
下
校
時
は
反
対

の
歩
道
を
通
行
し
て
い
る
。
警

備
員
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、
大

き
な
問
題
は
な
い
と
判
断
し
て

い
る
。

堀池  主男
問

問問

問問問問

教
育
長

教
育
長

児童・生徒の通学路は

安全確保に努める

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

工事中の宿郷鹿山橋付近

右岸の一部は未整備（今熊付近）飛行中のドローン

（※

１
）

（※

２
）

町内のタクシー



議
会
だ
よ
り
●
令
和
２
年
５
月
14
日
発
行
　
●
発
行
／
長
崎
県
波
佐
見
町
議
会 

〒
８
５
９-

３
７
９
１ 

波
佐
見
町
宿
郷
６
６
０
番
地
　
●
編
集
／
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会
　  

印
刷
／
株
式
会
社
康
真
堂
印
刷

今 後 の 定 例 会 予 定

次回定例会は6月中旬予定
場所:役場2階  議場

日程は HP や町内放送でお知らせします
波佐見町役場 議会事務局 TEL85-5755
http://www.town.hasami. lg . jp

編
集
後
記

　
山
々
の
若
葉
が
日
ご
と
に
美
し
さ
を

増
す
中
、
す
が
す
が
し
い
日
々
を
迎

え
て
お
り
ま
す
。

　「
は
さ
み
議
会
だ
よ
り
」
も
、
記
念

す
べ
き
１
５
０
回
を
迎
え
ま
し
た
。
足

か
け
38
年
、
本
当
に
ご
愛
読
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
嬉
し
い
こ
と
に
、
今
年
第

34
回
町
村
議
会
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

で
栄
え
あ
る
「
奨
励
賞
」
を
頂
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
賞
に
恥
じ
な
い

よ
う
最
優
秀
賞
を
め
ざ
し
て
広
報
委

員
一
同
、一
層
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
北
村
　
清
美
）

議
会
広
報
調
査 

特
別
委
員
会

委
　
員
　
長

副
委
員
長

委
　
　
　
員

議
　
　
　
長

北
　
村
　
清
　
美

城
　
後
　
　
　
光

福
　
田
　
勝
　
也

横
　
山
　
聖
　
代

三
　
石
　
　
　
孝

脇
　
坂
　
正
　
孝

今
　
井
　
泰
　
照

発
行
責
任
者

　

傍聴者の声

傍聴者に感謝
　3月定例会は、新年度予算などについて、いつも以上に活発な議論が展開されました。
新型コロナウイルスの感染防止が叫ばれている中であり、傍聴者が少なかったのです
が、感染防止として、議員・職員ともにマスクの着用を認め、傍聴者には、マスクの
着用及び備え付けのアルコールで消毒して入場していただきました。また、発熱やせ
き等で体調がすぐれない場合は入場を遠慮していただくようにいたしました。
　早期に新型コロナウイルスが収束し、多くの傍聴者の中で開催されることを願うば
かりです。

3月の定例会は、のべ22人の傍聴がありました。
いただいた意見の一部をご紹介します。ま

ち
の
魅
力
を
伝
え
た
い
。

No.150 令和２年５月号

波佐見高校 美術・工芸科２年
中村 青空
なかむら　　あおい

今月の
はさみの人 さん

・
・
・

 ・もう西肥バスの運
　行は中止して、町
　でバス運行した方
　が良いと思う。

（60代　男性）

 ・タクシー利用券
　の交付実現を希
　望する。

（40代　女性）

 ・交通事故現場の道路は非常に
　狭く、応援者も多いので、一
　時的に通行止めにしてほしい。

（60代　男性）

町一周駅伝の事故現場付近

ま
ち
の
魅
力
を
伝
え
た
い
。

No.150 令和２年５月号

波佐見高校 美術・工芸科２年
中村 青空
なかむら　　あおい

今月の
はさみの人 さん


